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冷静な分別（ヨハネ10:1-18）
　私が韓国で合宿訓練に行った時に、路傍伝道のプログラムがあって、駅の広場に行き、賛美をしながら伝道をすることがありました。そのとき、人々の視線を集めるために、また他の理由もありましたが、一つに劇、パフォーマンスをしました。そのタイトルが「門（ドア）」でした。ひとりの人間が人生を歩きながら、いろいろなことにぶつかり、その度に扉を一つ開いてそこを通って行きます。しかし、そこには答えが見当たらなかったので、また辛い人生を歩いて行かないといけない、走り続けないといけない。そこでまた違う門があったときにそこを開けてその中に入っていく。しかし、そこにも人生の答えを見つけることはなかった。それで最終的にキリストと言う門をくぐったときに、そこに今までどこに行っても、どの門を開けても見ることができなかった真の人生の答えがそこにあったという内容のストーリーパフォーマンスのようなものでした。演技がどうなのかは別にして、非常によくできている劇だなと感じました。今も世の中の多くの人は実は形はどうであれ、どのような立場にいるか関係なく、ある意味では息がつまるような状態で人生を歩いているのではないでしょうか。まずは自分自身の内側にあるもので、その人は息詰まるような経験、また、そのような人生を歩いていると思います。自分自身の中に断ちきれない、悪いとわかっているのですが、中々、捨てられない習慣などがあって、それがその人を束縛することによって、息詰まるような人生を生きているかもしれません。自分の中にどうしても嫌で嫌でしょうがない部分があって、それと格闘しながら人生を生きている人も少なくないと思います。表で周りの人がどう見ているのか関係なく、自分の中では人生が面白くありません。そういったことを自分の内側に抱えて生きている人が少なくないのではないでしょうか。ときには外見的には成功を治めて「良いな」と思われるような人間であっても、実は人の言葉、自分の頭では到底、理解できない、説明に困るような虚しさというものを抱えています。また、自分では、知識があり、経済力もあり、ときには教養もあり人格的な品性なども備えているにもかかわらず、そういったものでは中々効かない、コントロールできないような問題を抱えて、息詰まるような感じがするのです。それを霊的な問題と言います。なにか説明はできないのですが、心の中に大きな穴が空いているような状態で、どうにかならないかという思いで、いろいろな表現ができると思いますが息詰まるような感じがずっと続いているのではないでしょうか。また、自分の内側だけではありません。自分の周辺、周りを見ても、その周辺がまた息詰まるような状況です。周りと言いますと、まずは人間でしょう。家族かもしれません。会社の部下か上司かもしれません。あるいは隣の人かもしれません。ニュースなどを見ますと、隣人ととんでもない理由で争い、それが裁判まで発展していく内容もしばしば耳にしますが、そのように自分の周辺を見て考えるだけでも息詰まるような状況がまたあります。

それから、自分を取り囲んでいる環境を考えたときに、たとえば、ダビデの場合は「死の影の谷を歩く」と表現するような環境にも置かれていました。たとえば、そのような環境におかれることによって身動きが取れない。それがその人の精神的な部分をすべて追い込んでくるような状況もあります。そういうことで、また息が詰まるようなで状態で１日、１日を過ごしている人も少なくないのではないでしょうか。ときには小さいものであれ、あるいは国のレベルであれ、社会構造、システムというものがあります。それがまた息詰まるような構造になっている場合もあります。今の日本の政治、あるいは行政などは、どちらが良いかは別にして外部から見たときには息が詰まるような状況です。官僚中心のタテ社会というものは、一つ何かをやるため、１日で終わるようなことが１か月もかかったりします。そのような中で仕事をしていくうちに、なにかの物ごとを進めていくために息が詰まるような感じがする場合もあります。こう言った内容を全部合わせて、人々がこれからの自分の未来、将来に対して自信がありません。将来がある意味、不安です。不透明な将来というものが、またその人が生きることに自信を無くさせ、また息が詰まるような状態で生きるようにさせるものではないでしょうか。もちろんそれが極端になった場合には生きることに詰まるから、息が詰まるような状態なので、自分で自ら命を絶ってしまうようになります。それは非常に残念だと思いますし、そこまで行かなくても、生きていながら一日、一日を暮していながらもそのような状態がずっと続きます。しかも、どんなに頑張って備えたとしても、それをはるかに上回る災害、災いが襲いかかってくることに対しての不安。今もニュースなどを見るとほとんど麻痺しているような状態、あるいはあきらめているような状態にも思われますが、南海トラフ巨大地震といった、想像するだけでもぞっとするようなことなのですが、それが７０％以上の確率で起きるという可能性が言われているでしょう。どこかで起こらないでいくのではないかと希望を持っているかもしれません。でも、それは科学的にもほぼ確実に起こるようです。そのような災害や災いに対しての不安などによって、今頑張ったとしても、それがたとえば3.11の津波のようなものがやってきて全部、流されてしまえば、今のこの頑張りになんの意味があって、どうなってしまうのかと思うでしょう。こうしたことで、やりながらもやりがいを感じることができないし、また息が詰まるような状況にならざるをえません。このような状況なので、これは階級、肩書、身分などと関係ありません。それで多くの人がここをどうにか埋めようと、どうにかここから抜け出すことができないだろうかと、突破口を探し求めるようにもなります。たぶん、そのことのためにいろいろな商売が成り立っているのではないでしょうか。風俗産業、パチンコ、ギャンブル、繁華街の様々な仕事なども良いか悪いかは別にして、埋められないのでどうにかその息が詰まるような状態から少しでも、一時的でも忘れようと、あるいは少しでもそこから逃れようと言う思いがあるので行くでしょう。ただ今日一日楽しく遊ぼうと言うことだけであればよいのですが、それではたぶん商売は成り立たないでしょう。そのような息が詰まるような思いがあるがゆえに、この商売はずっと続いて成り立っているのではないかと思います。そのように多くの人が突破口、扉、本当の人生の答えが見えてくる門がどこにあるかと探し求めているのではないでしょうか。皆あちこちを叩いているのです。どこに息が詰まるような人生から抜け出して、それとはまったく違う、新しい希望にあふれる、本当に生きがいのある人生を生きることができるドアはどこにあるのでしょうか。どこに行けば見つかるのでしょうか。そのためにまず私たちはこのように人々、この世の中がこのような息が詰まるような状態になってしまったのかという本当の理由から正しく理解しないといけないと思います。このような息が詰まる様々な状況にならざるをえない、今現在の世の中の状態がどのような状態なのかをまず理解し、把握しないと門、ドアは見つからないと思います。なぜこのようになってしまったのかということについて、いろいろな意見や理論がありますが、それは当てにはなりません。聖書以外には正しい答えがありません。それで、皆さんは自分が幸いな存在だと今日、改めて確信をし、感謝していただきたいと思います。その真理のお話を聞ける場所に招かれたということだけでも、皆さんは幸いではないでしょうか。その幸いな祝福を無駄にしないようにしていただきたいと思います。今日、耳を澄ましてよく聞いていれば、皆さんの目がパーッと開かれ新しい世界が見えてくるようになります。聖書は確かに教えています。なぜ自分の人生、また世の中はこのように息が詰まるようなことになり、そこからどうにか抜け出したいと突破口を探し求めざるをえないものになってしまったのかについて、そして、それは人が自分で自ら罪を犯して、祝福の基、創造の神様から離れてしまったところに原因があると教えています。私たちはいろいろなことを考えますが、そうすればするほど世の中に、世界にドアがたくさんあるかのように思われますが混乱するだけです。聖書には少しも迷わないではっきりと教えています。神様から離れてしまったところに、息が詰まるような人生の理由があったと。

そして、その結果、原因でもあるし結果でもありますが、私たちの目には見えないですがこの世界とひとりひとりの人生を捕え滅ぼしていく暗闇の勢力というものがありますが、その暗闇の勢力に捕らわれ支配されるようになったのが、息が詰まるような人生の原因であり理由であると聖書は教えています。すべての人が罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができない。その結果、人々は自分では、また世の中にあるものではどうにもならない罪と罪から来る報酬、死の運命、滅びの呪いの運命に捕らわれるようになったとあります。その滅びの運命の中では、実はどんなに暴れても身動きが取れない状態です。いつもメッセージの中で申し上げているように、人々が勘違いしているのはその部分です。努力し発展させ頑張るということは悪いことではありません。しかし、そのようなことではどうにもならない運命の力に捕らわれているということを忘れてはいけません。だから、息が詰まるような状況が続くのです。時間が流れ時代が変わり、政治家も変わり、境域は発展し、また文明もめまぐるしく変化し発展していくようなことがあるにもかかわらず、実は変わりません。そのような勢力、力に捕らわれているということが実は理由なのだと聖書は教えています。これがすべての歴史、ひとりひとりの人生の根本の方にあるのです。つまり、この息が詰まるような人生を打破し、そこから抜け出すためには根本がしっかり解けないといけないということでしょう。そこが突破口になるのです。ですから、その息が詰まるような人生から抜け出すドア、扉は一つしかありません。それは何なのかというと、神様から離れたことによってそうなったので、神様と出会い、また神様と一緒にならない限りはこの状態は改善されません。それから、今までそのようなことができないように捕え邪魔していた暗闇の力、暗闇の勢力に打ち勝たないといけないし、それが砕かれないといけないのです。そうしない限りはドア、扉は開かれません。そして、そのすべての原因となっている罪が完璧にクリアされ、きよめられ、それゆえ罪からのがれることによって、罪を口実に私たちに襲いかかっていた滅びの、呪いの運命の勢力から解放されることでなければ息が詰まるようなこの人生は変わりません。そのようになることを神様は自ら約束されました。神様自らそれを為さると約束され、その約束のために神様が与えられたのがキリストです。キリストという言葉は息が詰まるようになるしかない、根本的な理由を取り除いて完璧にクリアすると言う神様の約束です。だから、この根本の部分を改善しない限りは希望は見込めないのですから、それを改善することができるのは神様の約束であり、キリストしかありません。ですから、ドアは、扉はキリストしかありません。そのキリストという言葉はどのような意味なのかというと、先ほど申し上げましたこの息が詰まるような人生のすべての原因となっている暗闇の力、聖書には蛇として記されていますが、その蛇の頭を砕く暗闇の力を完全に打ち砕いて勝利されるという意味です。

それから、そのかかとに噛みつかれ、つまり、贖いの死、身代わりとして血を流すことによる贖いの犠牲になることによって罪が1完璧にきよめられるという意味がキリストです。そして、そのようなことを為さることによって、神様から離れどうにもならなかった人々が神様と出会って神のいのちに預かるようにする、神様と一緒になる道というのがキリストです。ですから、キリストこそが息が詰まるような人生の根本の理由を全部クリアし解決できる唯一の希望であり、神様は最初からそのように約束されました。ぜひ覚えておいてください。自分自身を初めとして、周りを見て、また世の中を見て息が詰まるような人生の姿、様子を見ながら、ドア、突破口を求めてどこかに新しい人生へ、ここから抜け出して別の人生、希望にあふれる人生がないのかと求め続ける多くの人を見て、皆さん覚えていてください。そのドアは、扉はキリストです。そして、キリストしかありません。幸いなことにその約束は成就されまして、キリストがこの世に来られました。イエスがそのキリストです。処女マリヤから生まれ、十字架にかけられ、３日目に死の力を打ち破りよみがえられたイエス様こそがキリストです。これがグッドニュースであり福音です。キリストが門です。イエス・キリストだけが人生の扉であり、息が詰まるような苦しい人生から抜け出して、新しい希望にあふれる人生に切り替えられる唯一の扉になる方がイエス・キリストです。そのことを覚えていてください。それでもう一度思い起こして覚えていただきたいのは、なぜキリストが門なのか。なぜキリストだけが扉なのか。そのことを忘れてはいけないと思います。キリストにすべてのポイントが絞られるようになるのが幸いです。それでイエスがそのキリストなのでイエスの方に行くしかありません。イエスがドアです。イエスが人生変わるための門です。それでイエス様は今日おっしゃっています。私をとおっていく者はいのちを得て、それがさらに豊かに、豊かになる。そこにこそ不安で息が詰まるような、持っていてもどこか穴が空いていて満足できない人生は終わり、豊かに、豊かになる人生。あふれ出ていて、自分の人生の心配が無くなり、他の人を心にかけるような豊かさというものがそこにあります。死の影の谷を歩くような状況であっても、それが息苦しい状況ではなく、そこでも神を賛美し義の道へと私は導かれていると、希望がまったく失われることのない人生がイエス・キリストという門をくぐって通りますとそこに備えられて待っています。そこにはいのちがあります。そこにこそ、そして、そこにだけ救いの祝福があります。なぜかと言いますと、イエス様がキリストであり、キリストだけが人生の唯一の答え、扉になるからです。今まで私たちはそれぞれいろいろな息が詰まるような状況の中でここに答えがあるかと思いドアを叩きその扉をくぐって行った経験があると思います。ときには宗教をとおして、ときには人の愛情を求めながら、ときにはお金、ときには自分の目標を達成する成功の方にといろいろなところにそれを求め、ドアを叩いてくぐっていたでしょうがそこには本物のドアはありません。イエス・キリストだけが人生の唯一のドアです。イエス・キリストをとおること、そこにいのちがあります。だれでもイエス・キリストをとおった者にはこのようないのちの祝福が与えられます。ヨハネの福音書５章24節に死からいのちに移っているのですとあります。人生が根本から丸ごと変わるようになります。そして、イエス・キリストという門をとおった場合にⅠコリント３章16節に書いてあるように、あなたがたは聖霊が宿っている神の神殿であることをわかっていないのか。そのような存在、状態に変わるようになります。イエス・キリストがいのちの門ですから。そして、聖霊が宿っているだけではありません。豊かに、豊かにと言われているでしょう。それは本当です。イエス・キリストという門をくぐった人には、使徒の働き１章８節に言われているように、その聖霊に満たされることによって自分の方では考えられない、神の力、イエスのわざがその人の人生に現れるようになります。豊かに、豊かになります。あふれて、あふれでるようになります。クリスチャンは自分自身に制限を設けて、リミットを設けて、ブレーキをかけるようなことをしてはいけません。それは宗教です。イエス・キリストはいのちの門、救いの唯一の門です。ただ人が病気から治って、また悪い性格が良いやわらかいものに変わるような次元ではありません。いのちです。ですから、だれでもイエスと言うドアをくぐったものは聖霊に満たされるようになります。その特権を持つようになります。それから、この地上にいる間になにがあってもピリピ３章20節にあるように、天の御国の国籍がその瞬間、与えられ、天の御国が保証されるようになります。豊かな人生を味わい、また歩くようにならざるをえないでしょう。門はイエス・キリストだけです。他によいものはあります。必要なものもたくさんあります。それから、素晴らしいもの、感動的なものもたくさんあります。それにもかかわらず、それがいのちの門になるわけではありません。息が詰まるような根本的にどうにもならない人生が変えられ、新しい人生に変わるドアはイエス・キリストしかありません。それが救いです。

ですから、ここで皆さんはこのような答えを握って、これから本当の意味でこの地上にいる間に祝福の豊かな答えを味わうために一番大切なのは何かというと、この答えを握って冷静に分別を持つということです。これはただの日曜日に聞く理論ではありません。真剣にこの答え、メッセージを受け入れていただきたいと思います。それに基づいて、これから冷静に見わけ、分別を持たないといけません。それは何でしょうか。もし世の中にある目に見えるものでも、見えないものであれ関係なく、イエス・キリストの他のなにかを人生の答えや、人生のいのちのドアとして定義するものがもしあれば、それが何であれその結果はどうなるのでしょうか。それが人生の門であり、いのちの扉のようにお話をして定義するとその瞬間、唯一の門であるキリストが隠れ、結局、イエス・キリストが必要ではないという結論になります。これは冷静な分別です。もしそのようなことがあったときには、イエス様がおっしゃっているように皆さんの感情や常識などに振り回されないで、冷静にそれは強盗であり盗人だと皆さんの真心から思って言えるようにしなければなりません。これがクリスチャンが持つ冷静な分別です。よくこのようなお話をしますと「ではキリスト以外は全部悪いのですか」という単純な質問をしますが、そのような幼稚な話ではありません。周りからは理解してもらえないようです。しかし、皆さんがこれから勝利するために必要なのは、皆さんがなにかを大袈裟に頑張ることではありません。これに対して冷静に分別を持って、自分の心の中では絶対に譲れないものとして、この答えを持っていないといけません。もし、それがどんなに素晴らしいものだとしてもよく聞いていてください。それがどんなに人生を生きていくために必要なものであっても、そして、ときにはものすごい感動を与えられ、それに浸って時には涙がポロポロ出るようなことであっても、それを悪いと言うつもりはありません。それと、それがドアになるかどうかとは別次元の話であると冷静に皆さんの中で整理しないとなりません。ここが皆さんがクリスチャンとしてせっかくいのちの祝福に預かっているのに、そのいのちの祝福が具体的に現れて爆発しない一つの理由です。皆さんが悪いからではありません。皆さんがどこか足りないからでもありません。この冷静な分別を持っていないからです。人にペラペラいう必要はありません。でも、皆さんの中では世の中のだれも知らない秘密を抱えているように、しかもそれも私だけが分かっている秘密のような思いでしっかり皆さんの内側に持っていないといけません。それが勝利にそのままつながる内容です。よくよく考えてみてください。この部分を適当にして、他のところで「なぜうまくいかないのだろうか。なぜクリスチャンなのに勝利できないのだろうか。なぜ私は変わらないのだろうか。なぜ私には答えがないのだろうか」ということをいろいろ探し求めると、また違ったドアを叩くようなことになります。これだけです。冷静な分別です。私も映画などを見るとものすごく感動的な場面や、ニュースやなにかのテレビ番組の中でも障害者がそれを克服して頑張った、また、ときには駅のプラットホームでだれかが落ちたときに、彼を助けるために自分は犠牲になったなどという、皆が感動するようなことに私も人間なので感動します。その感動に浸ってキリストが忘れられるのであれば、それは盗人であり強盗です。ほとんどのクリスチャンの方々が、このエリヤ、レベルを抜け出していません。キリスト教会もそのような意味での人間的な愛と愛情にあふれるところだと、そればかりを基準にしてなにかを見て判断したりします。それが勘違いです。別にそのようなことは適当にしましょうと言う意味ではありません。一時期、マザーテレサというシスターが世界的にものすごく犠牲を払う献身者として知られ、皆に尊敬され私たちのようなクリスチャンでもとても感動を受け、「クリスチャン、キリスト教はあのようにならないといけない」とあれがモデルかのように、サンプルであるかのように皆称賛していました。別にそのような献身的な奉仕を無視したり、評価をどうにかするつもりはありません。私たちもそのようにしないといけないでしょう。それと、それが人生を根本的に、また人生を滅びの運命から変えられるドアや門になるかのような勘違いはごめんです。それとは別の話です。キリスト以外にはイエス様が今日おっしゃっています。すべてわたしの前に来た者、ここではもちろん、前の指導者やユダヤ人のいろいろな宗教指導者などを指して言っているのでしょうが、彼らが言っていたことは律法を取り上げて、この律法を守ることがドアだと教えていました。神様の律法ですから。そのことを答えとして提示することによって、キリストだけが門なのにキリストはいらないのです。律法を守ればよいのですから。守れないくせに。それを盗人、強盗と言います。彼らが殺人をしたり、放火の罪を犯したりしたわけではありません。何が盗人で、何が強盗なのかを冷静に分別を持っていないといけません。キリスト以外には本当に門がないのでしょうか。イエス様は今日そのようにおっしゃっています。そのキリストがいらない、キリストが曖昧になる、キリスト、イエスが隠れるような提示はすべて強盗であり盗人です。それは私たちのいのち、一番大切な救いの祝福を全部奪い取って行くようなものですから。強盗と盗人というものは一番大切な、救いのいのちにある豊かな祝福を奪い取っていくものを指して言っています。そのような分別を持たないといけません。同じクリスチャンでも嫌がる人はいるのですが、私たちは迷わないで主張します。オンリーキリストです。オンリーイエスです。その意味は分かりますか。それが分別です。オンリーというのは「他は全部悪いのだ」という話ではありません。感動的なものには感動してよいのです。悲しいときには涙を流してよいのです。しかし、それがドアにはなりません。結論の方で申し上げますが、結局はそれに束縛されて捕らわれる理由もないものです。どんな良いもの、必要なものであっても。ですから、ここで私たちの信仰のカラーであり、これからの勝利のために非常に大切なのは差別化です。他のすべてとイエス・キリストとの差別化です。混同していてはいけません。それがすばらしいからと言って、それが役に立つからと言って、それが必要なものであるからと言って、それが非常に感動的だから、私の心をものすごく慰めてくれたからといって、混同していてはいけないということです。差別化です。イエス・キリストとは同じ扱いをしてはいけません。ドアにはなりません。それを皆さんの心の中でしっかりと分別を持っていただきたいと思います。今の時代はもちろんであって、これからはどんどんそうなるでしょう。昔と比べると情報の洪水と言われるほどものすごく情報が行きかう、あふれるような時代であり、これはどんどん激しくなっていく一方だと思います。その中で何が本当なのか、何が本物なのか、どこに本当のドアがあるのかに対してこんがらがってしまいがちです。情報があふれるようになり、社会が多様化されることによってドアもたくさんできてしまうかのように思われます。それに騙されないようにしましょう。そのような状況の中でクリスチャンの皆さんが勝利するためにはいつもこの質問を自分自身にかけて生きていかないといけません。それは人生の中で他のなにかと比べることができないように最も重要な大切なことは何なのかという質問です。それは何でしょうか。神から与えられる救いです。その救いの門はキリストしかありません。この質問をいつも皆さんにかけることによって、混同しないでしっかりと分別を持って生きていくようになります。皆さん、いかがでしょうか。そのような分別が皆さんの中にしっかりとできていらっしゃるのでしょうか。そうすると、揺れることなどないと思います。皆さんはものすごく自由な人生を生きるようになると思います。そして、さらになにかに捕らわれないで、いのちの豊かな祝福に向かって突き進むようになるのではないでしょうか。しかし、この分別がないとクリスチャンであるにもかかわらず、引っかかるものがあまりにも多すぎます。引っかかるようなものを気にかけて、足を引っ張られるような存在感があるものなどあるのでしょうか。ドアはひとつしかありません。これが分別です。

それから、このドアをくぐることができる者はイエス様が今日おっしゃっています。真の牧者であられるイエス様の声を聴いてしっかり見分けることができて従うものが羊であり、この門をくぐることができます。その囲いの中に入ることができます。今まで息が詰まるような人生から抜け出して別の世界に取り囲まれて生きていくようになるということでしょう。この素晴らしいひとつしかない門をくぐっていく真の羊がだれかというと、イエス様の声を見分けて、それに聞き従う者です。つまり、イスラエルの血筋を持っている者ではなく、イエスの声に聞き従う者です。皆さんはイエス様が牧者であり、真の羊なのでしょうか。そのイエスと言ういのちの門をくぐって、今まで息が詰まるようなどうにもならない人生から抜け出して新しい世界に入っていらっしゃる方なのでしょうか。そうではないのでしょうか。どうやってそれが分かるのでしょうか。イエス様の声に聴き従ったのか。今申し上げましたように、イエスがキリストであり、イエス様だけが救いの門だということは、正しく聞き分けてイエス様を救い主として信じる気持ちになった人。その人であればどこの民族なのか、いつの時代なのか、どのような過去を持っているのか関係なく、その人はこの祝福の唯一の門をとおった者です。それだけです。それ以外には条件はありません。イエス様がそのようにおっしゃっています。ですから、これは当時、イスラエルの中でも、イスラエルではなくイエス様の声に聴き従う者だけです。イエス様はそれに加えておっしゃいました。全世界にまだ聞いていない多くの人がいるのですが、イエスの声を聞いてこの囲いの中に招かれる者がたくさんいます。グローバル的にイエスの声に聞き従う者が真の羊であり、このいのちの門をくぐって新しい囲いの中に導き入れられるものです。それ以外には条件はありません。この分別をしっかり持っていないといけません。皆さん、何が本当の分別なのかよく理解できたでしょうか。それならば、本当にイエス・キリストだけが唯一のいのちの門であれば、皆さんはこれから、先ほども少し申し上げましたように、自分で自分のことを考えてみてなにか捕らわれていて、引っかかっているもの、なにか束縛しているものなどがあれば、そのすべてを全部捨ててください。なにかをやめなさいと言うことではありません。恋愛。良いと思います。いくらでも大丈夫です。でも、そこにいのちのドアはないわけですから、いのちがけで溺れるような恋愛は私の人生には存在しません。これは恋愛を適当にすると言う意味ではありません。私は昔、流行った「失楽園」という映画、ドラマは聖書から見たときには非常に危ないものだと思います。不倫は別に良いことではありません。でも、たとえ不倫をしたとしてもそれに命をかけてピリオドを打つようなものであるということは、どこかドアを間違っているということです。本当にイエス・キリストだけがドアであれば、その他の者に対しては命をかけるようなものは存在しません。皆さんの仕事でもそうだし、すべてがそうです。そういう意味で未練タラタラのもの、なにか束縛されているもの、引っかかっているものなどは全部捨ててください。なにをやってもある意味かまいません。ただ溺れるようなことは持ってはいけません。趣味よいでしょう。ゴルフ、釣り、よいでしょう。ゲームをやる。よいでしょう。でも、それに溺れて命をかけるようなものになっているというのは、どこかそれに対しての理解を今間違っているのではないかということです。それをやることに対して何か言う前に、キリスト、イエスしかドア、門がないでしょう。それならば、他のものはいつ止めても、たとえ奪われても構わないものです。皆さんにあるタラントや才能も同じでしょう。プロサッカー選手がクリスチャンだとしましょう。足ひとつで金を稼いで皆に評価される仕事です。でも、そのサッカーに他の理由のために最善を尽くすことと、それなしで命をかけるということとは違います。もし、サッカーに命をかけているものであれば、交通事故によって足が折れた場合には、サッカーができなくなると人生終わりでしょう。クリスチャンにはそういうことはありません。命をかけたことがないからです。命をかけることはイエス・キリスト、ドア、それしかありません。他は残念ながら盗人であり、強盗です。キリストと関係なければ。そのような冷静な分別を持っている者なので、そこに捕らわれる理由など一切存在しません。なにをやっても構いません。これがよくバランスが取れないので皆がクリスチャンでありながらも自由にやることもできないし、やるとしても中途半端だし、やりながらもいつもドキドキして心配ばかりしているし、「これでいいのかどうか」と悩みます。いいのかどうかではなく、もちろん、ここで終わりではありません。これから福音宣教という目標に向かってきちんと調整すると言うのが知恵ですが、その前にまずドアは本当にイエス・キリストしかないのでしょうか。それならば、他のすべては何をやっても構わないのですが、すべて止めても構わないものです。それでパウロは言いました。イエス・キリスト以外にはそういう意味でちりあくただと。その分別を持っていてください。それほど称賛するようなものがあるのでしょうか。それほど悲しいことなどあるのでしょうか。キリストを除いて。ありません。私たちがクリスチャンとしてあまりにもそうでないものに溺れて悲しんだり、気持ちも時間もエネルギーも全部奪われて、そうでないものに必死になってしがみついて、それをなんとかしようと頑張ることによって人生を費やしてしまう。それがもったいないことです。やってください。なにをやっても構いません。しかし、命をかけるようなものはありません。たとえ、それが家族であっても。もしそれに命をかけるようなことがあれば、タイタニックのラブストーリーのように命をかけるようなことがあれば、その人は純粋な思いでやるつもりでしょうが、パリサイ人たちが律法を本当に真剣に教えてよく頑張ったつもりでやったのと同じように、それがキリストを隠してしまうことになります。そうすると、皆さんが命をかけているそのものが強盗と盗人になります。この分別さえ持っていれば怖いものなしです。何が怖いのでしょうか。すべて奪われても構いません。すべてが与えられたとしても浮くこともありません。私たちの幸せはいのちが与えられて、このミミズよりもつたない、この土の器のような罪人の中にいのちのイエスが入って来られて私の存在を変えられたこと、それが幸せではないでしょうか。これから私のなにかと関係なく、それを少し認めるとそのいのちの祝福がこの土の器のようなつたない者をとおして輝くようになるということこそ幸せではないでしょうか。なにかが結果的にどうなるか付いて来るものであって、この分別がないとそうでないもの、命をかける値のないものに捕らわれて泣いたり笑ったりして時間が流れるだけです。だから、何事にも何者にも捕らわれないように、束縛されないように。なにかをやるときは自由にやってください。ただそこに命を踏み入れるようなことはしないでください。そうすると、いつでも自由です。
それから、皆さんがイエス様の声に聴き従ったならばその条件だけで、他のどんな条件であっても一切それに構わずに、自分自身に最高の祝福、いのち、救いの祝福が皆さんのものだと確信を持って、それを感謝してください。いのちがあるというのは皆さんがありのままで幸せな者であり、勝利しているし、これからも勝利する人生であり、他の人を生かすような存在であるという意味です。いのちを持っているということは。それに確信を持っていてください。神の霊が皆さんの内側にいらっしゃって、宿っていらっしゃるのです。それが皆さんの存在の在り方です。皆さんの上辺や肉体的な内容ではありません。それがイエスと言うドアをくぐった者に与えられます。そして、その確信と感謝を持って、そのいのちの祝福をベースにしてそれを味わう祈りの中にぜひ入ってください。それを味わうと言うのは先ほど申し上げましたいのちの祝福、主が皆さんとともにおられます。それを味わうことです。それに豊かに満たされるようにという願いを持って祈りの中に入ってください。
最後に、そうしながら皆さんの周りを、世の中を見て、それをうらやむ理由もないし避ける理由もなく、そこから神からの天命が聞こえてくるように耳を澄ましていただきたいと思います。それがこの世の中です。この世にはたくさんのドアがあるかのように言っていますが、実はドアはありません。ドアがないのにドアだといって行くとけがするだけです。そして、ドアだと思って開けてみたらそれはいのちの祝福のない偽物のドアなのです。ドアはキリスト、イエスしかありません。ですから、その扉を探し求めさまよっている世の中を見て、神の御声を聴く機会にしていただきたいと思います。皆さんが冷静な分別を持っていればこのような祝福の人生をしっかりと生きていくようになります。
（祈り）

愛する天の父なる神様。ありがとうございます。イエス・キリストはおっしゃいました。私が羊の門であり、いのちを得て、さらに豊かになるための唯一のドアであるとおっしゃいました。どうか神様。そのイエスと言うドアをくぐっている私たちを祝福してください。自分自身がどのように祝福されたものなのかをしっかりと覚えつつ、冷静な分別を持ってこのキリストをドアとして隠すものが盗人であり、強盗であるというような分別を自分の内側でしっかり持って勝利できるようにひとりひとりを導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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